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質　問　者 質　問　事　項 質　問　要　旨 答弁者

・現状と、これからの計画は

・経費は総務省から還元される制度。町と
協力隊員双方にとって有意義だが、多く募
集しない理由は何か

・「地域」にごだわらず、町に不足してい
る人材を協力隊として積極的に募集しては
どうか（例えばイベントプランナーやデザ
イナー、広告関係や芸術家など）

・パブリックコメントによる町民の反応、
どのような意見が出たか

・計画では具体的な改革点がわかりにく
い。新年度に取り組む新たな施策はどのよ
うなものがあるか

・教育委員会の考え方は

・「再編」、「統合」といっても様々なや
り方がある。特色ある小規模校を残しなが
ら数校を統合することもできる。将来的
に、町民が選択できる環境を作ることが大
事ではないか

・今後の方向を模索する上で、町民に広く
アンケートを取って意識調査をしてはどう
か

・１２月住民説明会では町１００％出資の
株式会社を新たに作ると表明していたの
に、一般社団法人へ急に変更した理由は何
か

・当初予算は３６１万円だが、今後町から
どのくらい支援する予定か

・設立の見通しは

・今回から大幅に簡略化されたが、町長の
意図を伺う

町　長

・今まで独自に出していた教育行政基本方
針を施政方針の中に包括したのはなぜか

教育長

・町内で使用する電力を町内で発電された
再生可能エネルギーに切り替えることはで
きないか（教育施設を含む）

・生ごみを焼却せず堆肥等の資源として再
利用できないか（教育施設を含む）

・全町的に有機農業を推進できないか

将来的な小学校のあり方につ
いて

施政方針について

増田　裕子

令和６年第１回定例会　一般質問通告一覧表

町　長

地域公共交通計画について

地域おこし協力隊について

1

町　長

環境に配慮した個性ある「ま
ちづくり」について

町　長
教育長

教育長

DMOについて 　町　長

岩尾　茂樹2
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災害に対応した共済制度（保
険）の導入について

・全町民を対象とした災害保険の導入を検
討できないか（生命や不動産、公的支援の
対象とならないもの等）

町　長

野上地区における買い物対策
について

・福祉政策として、町主導のスーパーの開
設はできないか

町　長

・九重町にある公共建物の耐震改修はどの
程度進んでいるか

・住宅の耐震改修率を町は把握しているか

・災害では水道が断水となり復旧が進ま
ず、町民生活に大変負担となっているが対
策はしているか

・地震や水害により町民が避難する公民館
や学校の施設には防災井戸の設置を考えて
はどうか

・災害はいつ来るか分からない。各地区の
公共施設に防災用品の備蓄はあるのか

・男性の育児休暇取得の実情は

・採用予定の職員の男女の割合は

・管理職への女性登用の考えは

・消防広域化の現状は

・指令業務の共同運用が全県エリアになる
メリットとデメリットは

子育て支援について

・こどもだれでも通園制度が令和６年度に
試験的に導入され令和８年度には全国全て
の自治体で実施される見込みである。導入
の考えは

町　長

・対話のまちづくりがどう反映されている
か

・災害が多い。児童生徒の防災教育を充実
する考えは

・中学校部活動の社会体育への移行の考え
は

教育長

キャトルステーションについ
て

・キャトルステーション活用推進の方策は 町　長

4 野上　香代子

3

施政方針について

町　長町防災計画について

男女共同参画について 町　長

消防広域化について 町　長

町　長

岩尾　茂樹2

佐々木　信介
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・昨年９月議会にて人口減少に伴う財政悪
化による住民サービス低下懸念の質問に対
し、歳入の確保とDXなどで合理化との答
弁。歳入の確保として具体的な施策を伺い
たい

・社会資本（公共施設）老朽化に対し明確
な財源は

・将来に向けての新しいプロジェクトはあ
るか

・県内の幸福度ランキングでは玖珠町が５
位にランクイン。九重町は最下位との情報
もあるが、どう捉えているか

・町の財政状況は良好とのことだが、町民
の幸福度を上げるためには何が必要と考え
るか

・移住したい都道府県別ランキングでは大
分県は７位。住みたい田舎ランキングでは
人口１万人未満の中で、子育て世帯部門３
１位、シルバー世帯２４位。移住促進につ
なげるための具体的な取り組みは

・若い世代が住みやすい住宅地が不足して
いると思うが、どうか考えているか

管理不全空家について
昨年６月議会で管理不全空家については、
状況報告を精査中との答弁。その後の進捗
状況は

町　長

農業について
世界的に農業従事者の抗議デモが広がって
いる。日本の農業も追いつめられている現
状の中、町の農業を守っていく施策は

町　長

・昨年は不祥事が重ねて発覚。新しい年度
にむかい改めて決意を伺いたい

・住民サービスの原点についてどう考える
か伺いたい

6 河野　克輝 小学校について

◎学校再編整備計画の見直しについて（令
和５年１０月３０日）
・「児童にとって必ず悪いとは言い切れな
い」とあるが、どういうことか
・「集合学習の成果をあげている」とある
が、成果内容は
・「就学前の保護者の声を重視しつつ」と
あるが、どんな声が上がってきているか
・「山村留学制度導入など…促進すべき」
とあるが、この制度をやり続けるかぎり再
編整備計画の話しはできないのか

教育長

歳入確保について 町　長

町　長

町　長

5 矢野　春美

町の幸福度

住民サービスについて
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◎学校、公共施設での配布物規制について
・昨年は学校判断だったが、今年は教育委
員会判断になった理由は

◎今後の小学校のあり方について
・これから大きく変わる学びの場、児童の
声の必要性や、心配している保護者への対
応は
・一学年１人の子どもの保護者や本人への
対応は考えているのか
・出生数から見る児童数問題の、町民と行
政の認識の違いについて

・九重町の過去5年の発災状況（火災・水
害・地震・大雪他）

・過去の災害から地域防災の観点で新たに
取り組んだ活動は

・豪雨・洪水災害による避難場所の開設で
最大の問題点は

・避難所がオープンデータで示されている
がハザードマップ上の危険地域との重なり
はないか

・発災時に消防団と行政職員との意思疎通
の手段は何か

・通信手段が断たれた場合の代替手段は何
か

・東日本・能登半島地震から今後九重町で
課題と考えられることは何か

・地域防災計画の活動で避難訓練の実施状
況が拡大しない原因は何か

・役場の行政機能が停止した場合の緊急事
態への対応策は示せているか

・昨年断水を行った地区・行政区はどこで
原因は何か

・震災時以外でも生活インフラの中で重要
な水の調達方法は何があるか

・消防との意見交換で4地区にタンク車配
備の要望があるが、なぜそのような要望が
上がっていると考えているか。これまでで
きていない理由は何か

DX推進基本計画について ・DXが最優先に考える目標・目的は何か 町　長

6

7

町　長

教育長

渇水・断水について

防災について 町　長

河野　克輝 小学校について

岐部　俊哉
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・DX推進本部の設置は2023年9月の訓令第9
号で要綱が示されているが設置後の活動の
経過は

・ガバメントクラウドへの取り組みとシス
テムの確立にかかる予算規模は

・DXに必要な町のデータ集積と管理はどの
ように進めているか

・行政区毎の住民の年齢構成が示せない理
由は何か

・DXに向けた危機感の醸成とイノベーショ
ンの醸成はどのようにするのか

・不動産相続登記義務化は行政サービスの
一環として捉えているか

・義務化に向けた町民への周知はこれまで
どのように行ってきたか

・令和６年３月以前と４月以降に相続した
不動産について違いがあるのか

・行政としての取り組みの可能性と範囲

・DMOのメインに位置づけられないか

・なぜ教育行政方針を単独で示さないのか

・教育長の権限と責務とは何か

・社会教育全般に対する教育長の認識

社会教育方針（教育行政方針
について）

佐藤　明郎8

姉妹都市佐世保（主食を通じ
た交流（第２段））

DX推進基本計画について

岐部　俊哉7

町　長

教育長

町　長

相続登記の義務化について

町　長
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